
≪廿日市中部圏域≫

〔地理的特徴〕

〔地域資源〕

〔介護サービス資源等〕

総人口
（Ｒ4.9 月末現在）

高齢者数

高齢化率
（Ｒ4.9 月末現在）

後期高齢者数
後期高齢者数割合
（Ｒ4.9 月末現在）

要支援・要介護
認定者数
認定率

（第 1号被保険者）

（Ｒ4.3 月末現在）

認知症高齢者数
高齢者数に占める割合
（Ｒ5.3 月末現在）

23,968 人
7,516 人

31.4％

3,171 人

13.2％

1,143 人

15.4％

644 人

8.5％

生活関連（令和 5 年 8 月末現在）

地域包括支援センター 1 百歳体操 15 コンビニエンスストア 8

コミュニティ 4 病院・診療所・歯科・薬局 55 民生委員 31

地区社協 2 認知症カフェ 2 健康づくり応援団 35

協議体 1 生活支援 1 オレンジドクター 11

単位老人クラブ 8 移動支援 1 生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 1

サロン 13 スーパーマーケット 6

介護サービス事業所等数（令和 5年 8月現在）

居宅サービス 地域密着型サービス 施設サービス

居宅介護支援 6 定期巡回 1 介護老人福祉施設 1

訪問介護 4 認知症対応型通所 1 介護老人保健施設 1

訪問入浴介護 0 地域密着型通所 5 介護医療院 0

訪問看護 4 グループホーム 2 総合事業 13

訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 1 小規模多機能 1 その他

通所介護 4 看護小規模多機能 1 ｹｱﾊｳｽ(軽費老人ﾎｰﾑ) 0

通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 3 地域密着型特養 0 サ高住 3

ショートステイ 3 地域密着型特定入居 0 有料老人ホーム

特定入居(生・療) 1

小学校 宮内、金剛寺、宮園、四季が丘

中学校 七尾、野坂、四季が丘

交通機関 鉄道：ＪＲ山陽線、広島電鉄宮島線

バス：広島電鉄（四季が丘団地線、津

田線）、廿日市さくらバス（阿品台ルー

ト、宮内ルート）

市営住宅 金剛寺、野坂

市民センター等 串戸、宮内、宮園、四季が丘

集会所 串戸五丁目、六本松一丁目、六本松

二丁目、北山、北山２区、宮迫、砂

原、的場、佐原田、畑口、明石、宮園

二丁目、宮園八丁目、宮園上二丁

目、四季が丘二丁目、四季が丘八丁

目、四季が丘九丁目、四季が丘十一

丁目、串戸四丁目、河本１区、峰高、

串戸南会館

その他



〔図 廿日市中部圏域の人口の推計〕

資料：住民基本台帳人口及び推計値

〔廿日市中部圏域の要支援・要介護認定者数（第 1号被保険者）の推計〕

〔地域の特徴〕

Ø ７圏域の中で３番目に人口が多く、高齢化率も３番目に低くなっています。

Ø 今後、総人口は減少しますが、高齢者数は令和 12（2030）年まで、後期高齢者数は令

和 18（2036）年まで、85 歳以上の高齢者数は令和 22（2040）年以降も増加し、特に

85歳以上の高齢者の伸びが大きくなることが見込まれます。

Ø 要支援・要介護認定率は７圏域の中で最も低くなっていますが、今後 85 歳以上の高

齢者数の増加に伴い、認定者数は大きく増加し、認定率も上昇すると見込まれます。

Ø 医療機関や介護保険サービスが充実しており、生活の利便性もよい地域です。

Ø ニーズ調査の結果では、ひとり暮らしの割合は低く、沿岸部の中では持ち家に住んで

いる人の割合が高く、また、地域活動でスポーツ関係の活動に週１回以上参加してい

る人の割合が高く、いきいき百歳体操を知っている人の割合が低くなっています。
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